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この奴字は、昨年区内で発生した火災件数

です。暈も多いのが放火の87 件で、たぱこ69
件、火遊ぴ59 件と 続い てい ます。
これから 、年未にかけて最も火災の多い時

期です。皆さんも火元には十分気をつけ、防
火を6 がけてく ださい。

待望 の
施

設 東部地域病院

東京武道館
平成2 年に
オープン

だ
れ
で
も
、
自
分
の
健
康
に
は
、
関
心
か
高
い
も
の
で
す
。

そ
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
に
か
か
わ
り
の
深
い
2
つ
の
施

設
が
、
平
成
2
年
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
完
成
間
近
な
2
つ
の
施
設
「
東
部
地
域
病
院
」
と

「
東
京
武
道
館
」
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
2
年
7
月
オ
ー
プ
ン
予
定

亀
有
地
区
(
J
R
亀
有
駅
徒
歩
3
分
)
に

東
部
地
域
病
院

公
設
民
宮
型
の
病
院
が
、
束
亰

江
戸
川
)
の
中
核
病
院
と
し
て
位

都
に
よ
っ
て
。
現
在
、
亀
有
地
区

置
づ
け
ら
れ
、
地
元
開
業
医
と
連

に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

携
し
、
協
同
で
患
者
の
診
療
に
当

名
称
は
「
東
部
地
域
病
院
」
。
糾

た
る
な
ど
専
門
的
、
総
合
的
な
医

惠
累
都
保
健
医
療
公
社
に
よ
っ
て

療
機
関
で
す
。

運
営
さ
れ
ま
す
。

開
設
は
、
来
年
7
月
の
予
定
。

こ
の
病
院
は
、
都
の
東
鄙
地
域

場
所
は
葛
飾
区
亀
有
5
1
1
4
、J
(

足
立
、
葛
飾
、
墨
田
、
江
柬
、R

亀
有
駅
か
ら
徒
歩
3
分
と
い
う

便
利
な
と
こ
ろ
。
病
床
数
が
少
な

く
。
公
立
総
合
病
院
が
な
か
っ
た

足
立
区
に
と
っ
て
は
、
区
民
待
望

の
施
設
と
い
え
ま
す
。

診
療
科
目
は
、
内
科
、
循
環
器

科
、
小
児
科

。外
科

、
整
形
外
科

、

脳
神
経
外
科
、
泌
尿
器
科
、
耳
鼻

咽
喉
科
、
放
射
線
科
、
麻
酔
科
の
1
2

科
で
、
病
床
数
は
、
一
般
が
刈

床
(
開
設
時
は
1
0
0床)
、
集
中
治
療

室
が
6
床
設
置
さ
れ
る
予
定
で

す
。ま

た
。
受
診
の
内
容
を
充
実
す

る
た
め
に
、
次
の
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

紹
介
予
約
制

救
急
の
懋
者
を
除

き
、
原
則
と
し
て
、
地
域
の
医

療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者

に
つ
い
て
の
み
診
療

逆
紹
介
制
等

紹
介
患
者
は
病
状

が
回
復
、
安
定
し
、
こ
の
病
院

で
の
診
療
継
続
が
必
要
な
く
な

っ
た
段
階
で
元
の
医
療
機
関
で

必
要
に
応
じ
て
受
診
す
る
。
急

救
戀
者
等
は
、
同
じ
よ
う
な
段

階
で
住
所
地
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
当
病
院
で
紹
介

開
放
型
病
院
と
し
て
の
取
り
組
み

紹
介
に
よ
り
入
院
し
た
思
者
に

つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
紹
介
し
た

医
師
と
病
院
の
医

師
と
が
協
同
で
診

療
を
行
う

な
お
、
循
環
器
医
療

や
救
急
医
療
に
重
点

が
置
か
れ
る
予
定
で

す
。

く
わ
し
く
は
黼
惠

″

都
保
健
医
療
公
社

禁
4
0
1
1
)

ヘ

柬
郎
哇
喊
腐
暁
建
設
境
暘

柬 部地 域病 院 完 成予 定図

J R 常磐線( 営団地下鉄干代田線)
亀有駅北口下車 徒歩3 分

平成2 年2 月オープン予定

東京武道館
綾
瀬
駅
の
北
側
に
あ
る
東
綾
瀬

公
園
、
そ
の

角
で
来
春
2
月
オ

ー
プ
ン
に
向
け
『
東
京
武
道
館
』

の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
。

都
が
朷
め
て
建
設
す
る
武
道
主

体
の
大
規
榠
総
乙保
育
施
設
で
そ

の
規
模
は
1
万
7
册
平
方
じ
。
曰

本
武
道
館
に
つ
ぐ
大
き
さ
で
す
。

施
設
全
体
は
、
伝
絖
的
で
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
に
表
現
す
る
た

め
、山
並
み
、雲
形
、波
紋
人
々

の
群
れ
の
イ
メ
ー
ジ
で
構
成
さ

れ
、
世
界
都
市
「
里
ぎ

に
ふ
さ

わ
し
い
造
形
で
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。主

要
施
設
は
次
の
と
お
り
で

す
。

大
武
道
場

天
井
頂
部
か
ら
自
然

採
光
を
取
り
入
れ
、
剣
道
、
柔

道
、
弓
道
、
な
ぎ
な
た
、
空
手

道
、
合
気
道
そ
の
ほ
か
の
各
種

武
道
競
技
を
は
じ
め
、
パ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

第
一

武
道
場

覺
敷
で
柔
道
、
合

気
道
な
ど
を
主
体
と
し
ま
す
。

第
2
武
道
場

板
敷
で
剣
道
、
な

ぎ
な
た
な
ど
を
主
体
と
し
ま

す
。

弓
道
鳩

近
的
場
(
射
程
距
離
2
8
　

口
)
1
2
人
立
、
遠
的
場
(

射
程

距
離
四

い
)
1
0人
立
で
2

階
建

に
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
体
力
相
談
室

健
康
づ
く
り

や
、
ス
ボ
ー
ツ
活
勳
に
つ
い
て

型
態
測
定
や
機
能
検
査
を
行
い

一
人

】
人
に
適
し
た
運
動
処
方

を
指
導
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
4
千
席
の
観
覧

席
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
研

修
室
。
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
駐

車
場
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
区
と
都
で
は
武
道
館
建

設
に
と
も
な
い
、
東
綾
瀬
公
園
の

改
修
。
親
水
化
を
図
り
、
3
世
代

ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
し
て
整
備
を
進

め
て
い
く
計
画
で
す
。

国
際
試
合
も
で
き
る
こ
の
束
京

武
道
館
。
あ
だ
ち
の
新
し
い
仲
間

と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
前
に
現
わ

れ
る
の
も
、
も
う
少
し
で
す
。

平成2 年2 月オープンに向け急ピッチで工事が行なわれています。

柬
京
武
道
館
見
取
図

大地震に備えて
シスコの大地震に学ぶ

去
る
1
0月
1
8日
、
米
西
海
岸

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
】帯
を

襲
つ
た
大
地
震
の
災
害
は
、
皆

さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

こ
の
地
震
で
、

一
瞬
に
し
て
数
多

く
の
尊
い
生
命
が

失
な
わ
れ
ま
し

た
。大

き
な
被
害
と

な
っ
た
の
は
、
震

源
の
浅
い
直
下
型

地
震
で
あ
っ
た
た

め
で
す
。

私
た
ち
の
住
む

東
京
で
も
、
こ
う

し
た
直
下
型
地
震

の
発
生
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
。現
在
で
は
そ
の
予
知
は
、

非
常
に
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。大

地
震
の
発
生
は
く
い
と
め

ら
れ
な
く
て
も
、
私
た
ち
の
英

知
と
努
力
に
よ
っ
て
震
災
を
最

少
限
に
く
い
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
に
は
日
ご
ろ
の

備
え
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
の

教
訓
か
ら
、
懷
中

電
灯
、
飲
み
水
、

携
帯
ラ
ジ
オ
、
そ

の
ほ
か
非
常
持
出

品
の
用
意
を
各
家

庭
で
備
え
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
地
震
発

生
の
際
に
は
、
出

火
防
止
を
は
じ
め

家
屋
の
倒
壊
等
に

も
十
分
気
を
つ
け

ま
し
よ
う
。

サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

地
震
を
好
岸
の

火
事
"
と
し
な
い
で
、
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
被
害
の
防
止
を
図

り
ま
し
ょ
う
。
防
災
は
、
地
域

の
連
帯
ま
ち
ぐ
る
み
-
'

A
災
害
対
策
課
)

「
'
8
9
ス
カ
イ
&
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

最
優
秀
作
品
決
ま
る

先
に
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た

「
足
立
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」

の
標
語
、「
足
立
区
の
未
来
像
」

に
つ
い
て
の
絵
や
イ
ラ
ス
ト
ま

た
は
作
文
の
作
品
の
中
か
ら
次

の
方
が
最
優
秀
賞
に
決
定
し
ま

し
た
。

黒
沢
育
子
さ
ん
(
関
原
一
丁

目
在
住
)
「
緑
が
聞
こ
え
る

…
…
私
の
あ
だ
ち
」

「
足
立
区
政
に
関
す
る

世
論
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

ご
協
力
く
だ
さ
い

〈
1
1
月
2
1
日
～
1
2
月
2
日
〉

区
民
の
声
を
区
政
に
生
か
す

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
区
で

は
毎
年
「
足
立
区
政
に
関
す
る

世
論
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
会
社
の
調
査
員
が
お
宅

を
訪
問
し
、
聞
き
取
り
調
査
を

し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

調
査
対
象

区
内
在
住
の
2
0歳

以
上
8
0歳
未
満
の
方
か
ら
無

作
為
に
選
ん
だ
2
千
人
の
区

民
調
査
方
法

調
査
員
が
調
査
対

象
者
宅
を
訪
問
し

聞
き
取

り
調
査

調
査
期
間
1
1
月
2
1
日
～
1
2
月
　

2
日

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広
聴
係

瑟
1
1
1
1

㈹
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催

し

物

11 月23 日

第2回

あ
だ
ち

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

活
力
と
快
適
環
境
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

区
で
は
『
活
力
と
快
適
環
境

の
あ
る
隶
ち
』
を
目
ざ
し
、‘
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
近
隣
の
5

区
6

市
と
協
調
し
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
『
る
だ
ち
ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
開
催

し
ま
す
。

当
日
は
、
区
長
と
北
野
大
氏

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
‘一
―

を
始
め
、
4

つ
の
イ
ベ
ン
ト
を

用
意
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者

に
は
、
友
好
自
治
体
の
山
之
内

町

小
出
町
の
特
産
品
を
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
者
に
は

、

苗
木

、
子
ど
も
に
は
お
菓
子
を

用
意
し
ま
す

。

日
恥
H
月
2
3
日
(
木
)
、午
前
　

麗
～
午
後
4
時

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
求
ち
づ

く
り
課

一
四

覬
1
1
1
1
　

㈹
)
、
綱
ま
ち
づ
く
り
公
社

(
魯
m
3
6
1
1
)

区
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学

公
開
講
座

新
体
操
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

山
崎
浩
子
さ
ん
の
体
験
談

テ
ー
マ
「
指
導
者
の
心
構
え
」

日
時
1
2

月
口
日
叫

午
後
6

時
3
0分
～
8
時
3
0分

峨
所
L

・
ソ
フ
ィ
ア
4
F

ホ

ー
ル

篠
鳥
駅
下
車
、
徒
歩

3
分
)

対
象

区
内
在
住
・
#
筋
者
で

1
8蠍
以
上
の
方

定
員

喞
人

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
晒
番

号
を
明
記

申
込
期
限
1
1

月
3
0日
必
番

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

体
育
振
興
係

公
開
聊
座
宛

早

跏
千
住
1
-
4
1
1
8
　

塁
1
1
1
1

㈹
)

新体操インストラクター
山崎浩子さん

花
畑
セ
ン
タ
ー

婦
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
こ
の
ご
ろ
な
に
か
や
り
た
い
、

そ
ん
な
わ
た
し
の
た
め
に
～

花

畑
区

民

セ
ン

タ
ー

で
活

躍

す

る
自

主
ク

ラ
ブ

、
教

室
の

発

衣

や
実

演
・

体
験

コ
ー

ナ

ー
な

ど
楽

し

い
値

し
が

い
っ

ぱ

い
で

す

。ご

家
族

で

お

い

で

く

だ

さ

い

。

日
時
H
月
2
5
日
・
』牛
後
1
時
　

～
4
時
、2
6
日
・
・
・
午
前
1
0
時
　
～

ふ
蠱
4

時
3
0

分

内

客
2
5

日
・
:
オ

ー

プ

ニ
ン

グ

ア

ニ
メ
映

画
会

、

お
茶
席

な

ど

、
2
6

日
=

・
▽

あ
な
た

も
や

つ
て
み
て
'
』体
験
・
実
演
コ

ー
ナ
ー
(
籐
工
芸
、
ち
ぎ
り

絵
、
薺
口
け
、
生
花
な
ど
)
、

喫
茶
室
な
ど

▽
記
念
爾
演
「
観
と
子
の
心

の
絆
を
う
く
る
に
は
」

購

師

觴
皿
真
作
氏
(

教
育
評

綸
家
)
、思
春
朋
の
お
子
さ
ん

を
も
つ
方

、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ

費
用

無
料

問
合
せ
先

花
畑
区
民
セ
ン
タ

ー
S

痂
2
6
1
7

読
書
週
間
記
念
講
演
会

=
お
は
な
し
上
手
は
子
育
て
上
手
=

日
時
1
1
月
2
0
日
(
月
)
、午
前
　

1
0
時
～
正
午

鳩
所

異
本
セ
ン
タ
ー

講
師

浜
鳥
代
志
子
氏
(

松

戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

理
事
)

定
員
8
0人
死
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

直
椄
窓
口
ま
た

は
、電
話
予
約

問
會
せ
先

興
本
セ
ン
ター
　
e

鵺
0
3
7
0

婦
人
大
学

公
開
講
座

今
を
生
き
、
明
日
を
紡
ぐ

=
女
性
性
と
表
現
に
つ
い
て
=

《
講
師
》
作
家
・
落
合
恵
子
氏

私
た
ち
は
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ

が
i

分
を
生
き
る
"
と
い
う

意
味
に
お
い
て
。
時
代
の
表
硯

者
で
す
。

'
表
硯
す
る
"
と
い
う
こ
と

を
詁

葯

、
ま
た
個
人
的
に
ど

の
よ
う
な
奮
踝

を
持
つ
の
か
。

一
幡
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
1
2
月
5
日
(
火
)
、
午
後

6
時
3
0
分～
8
時
3
0
分

場
所

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
4
　

階
ホ
ー
ル

定
員
2
5
0

人
(

応
募
姦
　

の
際
は
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所

、
氏
名
、
年
齢

、
職
業
、

電
話
番
号

、
「
公
開
講
座
希

璽
」
と
明
紀

申
込
期
限
1
1

月
2
5日
必
一

※
手
晒
通
訳
。
車
い
す
で
の
ご

入
場
‘
』希
望
の
方
は

、
そ
の
旨
(

ガ
キ
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ
先

婦
人
総
合

セ
ン
タ
ー
(
〒
口

梅
田
7
　
-
3
3
r
l

霏
即
5
2
2
2
)

落 合 恵 子 さ ん

第
3
9回
足
立
区
文
化
祭

三
曲
演
奏
大
会

み
な
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
て

ご
来
鳩
く
だ
さ
い
。

日
時
H
月
2
6
日
(
日
)
、正
午
～

午
瘡
6

時

会
碍

竹
の
塚
社
会
軟
膏
雛

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文
化
振

與
係

魯
脱
1
1
1
1

㈹

青
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

《
1
1月
の
ビ
デ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
》

◎
小
泉
今
日
子
ラ
イ
ブ
◎

キ
ョ
ン
キ
ョ
ン
の
お
し
ゃ
れ

な
ラ
イ
ブ
を
み
な
さ
ん
に
お
届

け
し
ま
す
。

日
曙
1
1

月
2
5日
出
、
午
後
7
　

時
か
ら

晒
名

『
ピ
ー
ト
ーテ
ィ
ツ
ク
ー

キ
ャ
ン
ア

ーツ
ア
ー
、8
8』

定
員
8
0
人
(
当
日
先
W
順
)

場
所
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー

・
l
踊
0
0
6
1

保
健
・
衛
生

育
児

に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
悩
み
の
あ
る
方
に

経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
相
談
に
応
じ
ま

す

乳

幼
児

す
こ

や

か
相

談

育
児
に
つ
い
て
の
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
悩
み
の
あ
る
方
は

、

ご
相
談
く
だ
さ
い

。

次
の
私
立
保
育
園
で
は
、
鰹

験
暈
一

な
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
育

成
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お

子
さ
ん
の
す
こ
や
か
な
成
長
の

た
め
に
お
気
鰹
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す

。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
舞

野
保
育
圃
(
西
研
井
本
町
4
　
1
1
9
1
2
3
a

枷
3
2
0

♀

・・
毎
週
月
・
土
曜
日

▽

観
脾
館
保
育
園
(
栂
田
4
1
2
9
-
6

瑟
3
8
6
0
)

…
毎
週
水
・
金
曜
日

▽
新

田
保
育
園
(
新
田
2
-

―
-
1
0
S

剔
6
4
6
6
)
=

・
毎

週
火
・
木
曜
日

相
岐
時
間
い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
晒
お
よ
び
面
接

問
會
せ
先

本
庁

舍
・
児
童
助

成
係

壺
脱
1
1
1
1

㈹

年

金

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
期
間
の
あ
る
方
へ

国
民
年
金
保
陝
料
の
免
除
期

間
の
あ
る
方
は
、
1
0年
以
内
で

あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
過
納
制
度
が
あ

り
ま
す
。

過
納
の
保
険
料
額
は
原
則
と

し
て
匈
啄

さ
れ
て
い
た
当
時
の

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和
6
1

年
4
月
以
降
の
免
除
明
間
は
免

除
を
受
け
た
年
度
か
ら
2
年
を

経
過
す
る
と
、
当
時
の
金
額
に

加
算
額
が
付

き
ま
す
。

匆
簾
期
間
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
将
来
受
け
る
老
齢

年
金
が
保
険
料
を
納
付
し
た
と

き
と
比

べ
て
少
な
く
な
り
ま

す
。納

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
に
は
、
遍
稍
を
し
て
年
金

顫
を
増
す
こ
と
を
お
勣
め
し
ま

す
。追

納
を
す
る
と
き
は
、
納
付
S

を
請
求
し
竜
融
機
関
で
納
め

て

く
だ
さ
い
。

納
付
魯
の
喰
求
先
足
立
誌
`
　

保
険
事
務
所

酋
咄
O
l
l

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
係

・
i
糾
5
1
6
1

ご 利 用く だ さい

ねんきん出張相談

乍
金
に
つ
い
て
の
相
談

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

区
で
は
、
毎
月
。
皆
さ

ん
の
お
近
く
に
出
張

し

て
、
年
金
相
駁
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
斤

舎
・
推
連
係

魯
脚
5

税

金

中
学
生
対
象

「
税
に
関
す
る
作
文
」

入
選
者
決
定

区
内
の
中
学
生
を
対
象
に
、

足
立
・
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合
!

昌

で
は
、
毎
乍
『
税
に
関

す
る
作
文
』
を
募
集
し
て
い
ま

す
。今

年
は
。
足
立
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会

に
1
2校
か
ら
千
S

繃
、
西
新
井
納
税
貯
一

組
合
連

合
会
に
も
8
校
か
ら
千
両
臟
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ

ど
、
両
連
ふ
呈
5

審
戛

″
で
入

選
者
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

ま
た
、
区
で
は
入
逮
作
(
一

席
の
方
)
を
広
く
区
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
税
へ

の
関
心
が
高
ま
る
よ
う
作
品
展

を
行
い
ま
す
。

・

足
立
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

一
席
▽
奥
野

香
(
蒲
原
中
)
　

▽
秋
田
弓
子
(
粟
鳥
忠
　

▽
山
本
佳
代
(
第
二
中
)

二
席
▽
大
木
修
平
(

蒲
原
中
)
　

▽
酒
井
尚
子
(

蒲
原
巴
　

▽
山
崎
朋
子
(
第
二
中
)
　

▽
山
本
由
英
子
(
第
二
中
)

▽
岡
田
修

】
(
第
三
中
)

三
席
▽
八
田
幸
子
(

蒲
原
中
)
　

▽
工
藤
博
典
(
蒲
原
中
)
　

▽
中
山
窩
絵
(
罘
鳥
中
)
　

▽
山
田
真
由
央
(
柬
鮫
瀬

中
)

▽
小
林

思
(
東
練
順
中
)

▽
堋
蓴
莠
帆
子
(
竹
の
塚

巴▽
長
谷
川
景
子
(
第
三
中
)

▽
兵
藤
優
子
(
篳
十
六
中
)

宇
杖
責

蒲
原
中
学
校

圏
西
新
井
納
税
貯
蓄
岨
合
連
合

会一
席
▽
豊
田
志
保
{
第
十
四
中
}

▽
斉
聹
法
香
(
伊
興
中
)
　

▽
前
田
悦
子
(
伊
具
中
)

二
席
▽
高
山
久
美
子

酋

新
井

中
)

▽
即
崎

透
(
第
十
四
中
)

▽
傘
罘
和
美
{
伊
興
中
}
　

▽
須
藤
麻
子
(
伊
具
中
)
　

▽
石
井
陽
子
(
伊
興
中
)

三
席
▽
小
沢
佐
江
{
第
十
四
中
}

▽
栗
沢
康
彦
(
第
十
四
中
)

▽
噌
田
美
奈
(
第
十
四
中
)

▽
噌
田
鰻
子
{
篳
十
四
中
}

▽
紹
田
憲
昭
(
伊
具
中
)
　

▽
市
来
雅
枝
(
伊
具
中
)
　

▽
安
発
竺
(

伊
具
中
)
　

▽
小
鳥
佳
子
(
第
四
中
)

・

作
又
屓
日
程
・
場
所

▽
1
1
月
M
日
～
2
1
日
、
千
佳
セ
　

ン
タ
ー
、西
都
セ
ン
タ
ー

▽
1
1
月
2
0
日
～
s
日
、中
央
本
　

町
庁
覡

助
労
襴
祉
会
館
(
綾

瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

▽
1
1
月
2
1
日
～
2
7
日
、舎
人
セ
　

ン
タ
ー
、
梅
田
セ
ン
タ

ー

(
L
・
ソ
フ
ィ
ア
3
階
梅
田

画
廊
)

聞
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
踝
整
理
係

蟶
硼
5
1
　
0
1
I
a
r

歳

末
た

す
け

あ
い

運

動

1
1月
2
1日
～
1
2月
2
8日

『
だ
れ
も
が
楽
し
い
お
正
月
』

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
東
京
都

共
同
募
金
二
'
・
足
立
区
淀
`
福

祉
協
跟
会
の
共
催
に
よ
り
嗽
宋

た
す
け
あ
い
運
助
を
実
施
し
ま

す
。み

な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
・
問
合
せ
先

足
立
区
廿

会
福
祉
協
議
会
a

糊
1
5

〝す
こ
や
か
に
育
て
〟

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

1
1月
1
日
～
1
1月
3
0日

毎
年
H
月
は
、
総
務
庁
主
唱

の
『
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強

調
月
間
』
で
す
。

青
少
年
が
明
る
く
す
こ
や
か

に
成
長
す
る
こ

と
は
。
私
た
ち

み
ん
な
の
願
い

で
す
。

区
で
は
、
青

少
年
の
健
全
育

盛
i

の
一
層
の
活
発
化
を
図

る
た
め
に
、
池
峨
の
青
少
年
対

策
地
区
委
員
会
を
は
じ
め
各
種

青
少
年
団
体
の
活
助
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

・

雑
誌
・
ビ
デ
オ
自
販
機
実
態

調
査区

で
は
、
毎
年
H
月
に
青
少

年
儕
員
会
の
協
力
を
得
て
、
雑

誌
・
ビ
デ
オ
自
販
榎
の
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

本
年
は
。
最
近
青
少
年
に
対
す

る
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
る
、

レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
に
つ
い
て

も
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

こ
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
て

地
峨
の
環
境
浄

化
活
勦
に
役
立

て
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舍
・
青
少
年

課
調
整
係

魯
8
8
2
1
1
1
1
㈹

募

集

た
だ
い
ま
募
集
中

4
.
5
坪
の
自
家
菜
園

区
民
農
園
利
用
者
を
募
集
中

で
す
。
申
し
込
み
多
数
の
!

一

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

利
用
期
間
平
成
2
年
3
月
初
　

中
旬
～
平
成
3
年
2
月
中
下
　

旬
専
裏
す
る
農
園

左
表
の
と
お

対
象

区
内
住
在
で
桝
作
地
が

無
く
、
園
芸
に
熱
意
の
あ
る

世
帝

宍
用
5

千
円
{
返
還
し
ま
せ

ん
}

利
用
条
件

野
粟
や
草
花
の
栽

培
に
限
り
ま
す
。
種
苗
や
肥

料
な
ど
は
自
己
負
担
で
す
。

農
具
は
ク
ワ
。
万
能
、
カ
マ

な
ど
あ
る
裡
度
の
も
の
は
用

意
し
ま
す
。
水
塀

ト
イ
レ

な
ど
の
股
餓
は
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
各
区
民
事
務

所
に
あ
る
募
集
家
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法

仕
榎
(
ガ
キ
に
希

望
す
る
農
園
名
、世
帯
主
名
、

住
所
。
家
族
全
員
の
氏
名
。

年
齢
。電
話
番
号
を
明
記
(
返

信
用
(
ガ
キ
に
■
も
>住
所

氏

名
を
妃
入
)
、現
在
利
用
し
て

い
る
方
は
従
前
の
区
画
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
主

に
6
0戚
以
上
の
方
が
利
用
す

る
世
帯
は
老
人
コ
ー
ナ
ー
希

望
と
妃
入
し
て
く
だ
さ
い

{
一
般
よ
り
当
選
率
が
優
遇

さ
れ
ま
す
}
。
】世
帯
一
嵋

公
開
抽
遇
1
2
月
5
日
(
金
)
、

午
前
9
時

中
央
本
町
庁
舎

聖

最

童

申
込
期
限
1
1
月
2
2日
消
印
有

効
申
込
・
聞
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
区
民
生
活
係

廿
跏

げ
ん

き
っ

子

一

輪
車
教
室

日
呻
1
1
月
2
6
日
(
日
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時

場
所

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
対
象

区
内
在
住
の
小
学
生

内
容

一
輪
車
の
初
歩
を
楽
し

く
学
び
ま
す

指
毒

若
江
正
陣
氏

咥

一
輪

車
連
盟
理
事
長
)

定
a

低
学
年
・
高
Z
1
1
0
　

人
費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
慾
口
ま
た
は

竃
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
e
s
7
1

文

学

教

室
(
万
葉
集
を
読
む
)

日
時
1
1
月
2
1
・
2
8
日
、1
2
月
　

1
2
日
・
1
9
日
、午
前
1
0
時
～
1
2
　

時
内
容

万
葉
集
{
第
一
巻
よ
り
}

対
象

区
内
在
住
・
在
助
の
女

性

定
員
3
0

人

宍
用

無
料

申
込
方
法

窓
口
ま
た
は
竃
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
区
艮

福
祉
セ
ン
タ
ーe

s
7
1
0
1

年
内
に
足
立
区
中
小
企
業
融
資
を

受
け
た
い
方
は
1
1月
中
に
申
し
込
み
を

足
立
区
中
小
企
業
噸
資
を
年

末
に
ご
利
用
す
る
方
は
、
1
1月

中
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

遅
れ
る
と
、
融
賢
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

申
ゐ
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
商
工
振
興
鑠
融
資
係

壺
晦
5
1
9
1

第4 回

足
立
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル

あ
だ
ち
の
魅
刀
を
あ
な
た
の
目
で
み
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
!

足
立
区
眼
光
協
会
で
は
、
写

真
を
通
し
て
『
ふ
る
さ
と
足
立
』

の
姿
を
広
く
区
の
内
外
に
紹
介

す
る
た
め
、
眼
光
冩
虞
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

曾
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

題
材

区
内
の
公
共
施
股
、
名

所
、
旧
畤

文
化
一

産
、
伝

絖
行
事
、
河
川
、
街
な
み
な

ど
応
募
規
格

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

4
レ
切
り
(

ワ
イ
ド
4
レ

切
り
は
除
く
)

応
募
賢
椿

区
内
在
住
・
存
筋

で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

応
募
要
領

『
応
募
用
祇
』
に

所
要
事
項
を
記
入
の
う
え

、

一
接
持
参
ま
た
は
郵
送

応
募
先

足
立
区
眼
光
協
会
事

務
局
ま
た
は

、
区
内
写
X
商

業
協
同
樊

笳

輩
店

巌
応
募
用
紙
は

、
足
立
区
観
光

協
会
事
穆
局
、
各
区
民
事
勧
所

お
よ
び
。
区
内
の
主
な
カ
メ
ラ

店
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

▽
作
品
は
最
近
一
年
以
内
に
撮

影
し
た
自
作
未
発
喪
の
も
の
。

▽
応
募
数
は
制
限
し
ま
せ
ん
が

入
賞
は
ぼ
則
と
し
て
I
人
―
作

品
と
し
ま
す

。

▽
入
賞
作
品
の
ネ
ガ
は
お
返
し

し
ま
せ
ん
。
ま
た

、
そ
の
版
権

は
足
立
区
眼
光
協
会
に
帰
属
し

ま
す
。

▽
応
募
作
品
は
、
今
後
眼
光
協

会
が
発
行
す
る
絵
(
ガ
キ
に
使

用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

表
彫

区
長
賞
I
点
、
特
選
2
　

点
、
準
特
選
4
点
、
入
選
1
0
　

点
、
佳
作
巧
点

応
幕
期
限

平
成
2
年
1
月
3
1
　

日
消
印
有
効

問
合
せ
先

足
立
区
眼
光
協
会

(中
央
本
町
庁
舎
・
商
工
振

興
鑠
内

〒
圀
中
央
本
町
1

-
1
7
1
1

壺
跏
5
1
9
　
1
)

生
活
環
境

縦
覧
し
て
い
ま
す

《
都
市
計
画
決
定
》

区
で
は
次
の
地
区
計
画
の
都

市
計
画
決
定
を
し
ま
し
た

。

扇
一
丁
目
地
区
地
区
計
面
(
扇

一
丁
目
2
2番
池
内
)

告
示
年
月
日
1
1
月
1
日

縦
賢
鳩
所
・
M
合
せ
先

本
庁

舎
・
都
市
計
画
係

瑟
1
1
1
1

㈹

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

今
回

、
次
の
地
城
の
水
洗
化

が
可
能
に
な
り
ま
し
た

。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は

、3
年
以
内
に
水
洗
工
事
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

水
洗
化
可
能
地
城
お
よ
び
供
用

闘
始
年
月
日

布
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
讒
局
小
菅
支

所
e

叨
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
触

資
る
う
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
‘

計
画
祠
璽
踝
助
虞
係
e

鰤

掲
示
板

亟
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
賃
貸

店
舗
力
経
営
肴
募
集

西
保
木
間
住
宅
の
賃
貸
店
舗

を
次
の
更
領
で
募
集
し
ま
す
。

所
在
地

西
保
木
間
4
1
1
2

募
集
店
舗

―
店
舗
(
菓
子
・

パ
ン
)

戸
当
た
り
床
面
積
6
8
平
方
㍍

賢
貸
科

月
額
1
2
万
7
千

椢

円
共
益
費

月
額
6

千

剏
円

敷
金
7
6
万
5
千
印
円

駐
車
場

月
額
4

千
鴻
円

申
込
賢
格

東
京
都
内
に
在
住

の
個
人

。
ま
た
は
法
人
で
申

込
業
種
を
3
年
以
上
経
曹
し

て
い
る
か
、5
年
以
上
従
事

し
て
い
て
住
民
税
念
羂

し

て
い
る
こ
と

。

受
付

随
時

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
都
住

宅
供
袷
公
社

募
集
セ
ン
タ

I
S
4
5
2
2

・

年
末
朋
整
観
明
会

年
末
轜
整
の
た
め
の
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

今
年
も
『
税
法
改
正
』
が
あ

り
ま
し
た

。
会
社
な
ど
で
給
与

関
係
事
務
を
担
当
し
て
い
る
方

は
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い

。

な
お
、
各
会
鳩
と
も
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

。

日
恥
・
場
所

左
表
の
と
お
り

問
會
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

特
別
徴
収
係

瑟
5
0
9
　
1

、
足
立
税
穆
I
S

鰯
6
　
2
4
1

、
西
新
井
観
務
一

魯
脚
―
-
1
1

・

国
の
遭
学
ロ
ー
ン

取
扱
瑚
間
H
月
～
平
成
2
年
　

4
月

対
傘
者

高
校
、
短
大
、大
学
。

専
門
学
校
等
に
屬
字
す
る
方

の
父
母
(

そ
の
他
の
親
族
ま

た
は
進
学
者
本
人
で
も
取
扱

え
る
燮

昌

あ
り
ま
す
)

融
賢
額
1

進
学
者
あ
た
り
叨

万
円
以
内

返
済
期
間
5

年
以
内

利
率

年
6
.
2
%
莉
率
は
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
)

返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返

済
ま
た
は
ボ
ー
ナ
ス
併
用
払

く
わ
し
く
は

、
国
艮
金
殿
公
庫

千
佳
支
店

四
朏
6
1
7
5

亜
向
上
川
練
『
危
険
勧
取
扱
者

受
験
準
備
講
留
』(間
和
対
策

事
業
)

日
時
1
2
月
6
・
7
・
8
・
1
1
・
　

1
2
日
午
後
6
時
～
9
時
1
0
　

分
賢
用

麻
科

申
込
期
間
1
1
月
1
6
日
～
1
7
日
　

午
前
9
時
～
午
後
7
時

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

高
等
職
業
技
術
専
門
校
台
東

分
校

瑟
2
9
6
1

・

「
明
る
い
、
桑
し
い
学
校
祭

み
ん
な
で
い
い
思
い
出
を
つ

く
ろ
う
」

足
立
費
眼
宇
校
で

。
学
校
祭

を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
舞
台
発
表
や
、
生

徒
の
手
作
り
作
品
の
展
示

、
販

売
な
ど
数
々
の
桑
し

い
企
画
を

用
意
し
て
い
ま
す

。

ぜ
ひ
。お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
1
1
月
1
8
日
=
・
午
前
9
時
　

4
5
分
～
午
後
2
時
3
0
分
、1
9
　

日
・
=
午
前
9
時
6
分
～
午
後
　

2
時

場
所
・
問
合
せ
先

足
立
薺
護

学
校

両

花
畑
5
-
2
4
-
2
9
　

魯
回
6
0
6
6
)

年 末調 整説 明会会場( 時間 はい ずれも 午後1 時30分～4 時)
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酉の市で大にぎわい

花畑大鷲神社

平
安
中
期
の
こ
ろ
、
奥
州
征

伐
に
父
源
頼
義
の
援
軍
と
し
て

駆
け
つ
け
た
新
羅
三
郎
義
光

。

綾
瀬
川
で
身
を
洗
い
心
を
清
め

て
T

心
に
戦
勝
祈
願
を
し
た
と

こ
ろ
。一
羽
の
鷲
が
飛
び
回
り
、

川
面
が
源
氏
の
白
旗
の
よ
う
に

光
っ
た
・・・
。

こ
の
、
鷲
に
ま
つ
わ
る
伝
説

の
あ
る
花
畑
大
鷲
神
社

。
創
建

や
お
酉
様
の
始
ま
り
は
不
祥
で

す
が
、
応
徳
2
年
(

皿
年
)

に

は
、
す
で
に
「
と
り
の
ま
ち
」

と
呼
ば
れ
て
に
ぎ
わ
い
、
そ
の

後
な
ま
っ
て
「
と
の
ま
ち
」
に
。

「
と
り
の
い
ち
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦
後
の
こ

と
(
浜
史
呂
司
談
)
。
浅
草
の
お

酉
様
の
本
家
で
も
あ
り
ま
す
。

一
の
酉
の
1
1
月
9

日
は
熊

手
市
が
立
ち
、
露
店
も
1
0
0軒
あ

ま
り
出
て
、
熊
手
を
求
め
る
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
二

の
酉
の
2
1曰
に
も
市
が
立
ち
ま

す
。

花
畑
大
鷲
神
社
(
花
畑
7
1
1
6

-
―
)
北
千
住
駅
、五
反
野

駅
か
ら
バ
ス
花
畑
桑
袋
団
地

行
き
大
鷲
神
社
前
下
車

※
こ
の
ほ
か
島
根
の
鷲
神
社
(

島
根
4
-
2
5
1
1
)
で
も
市
が

立
ち
、神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

参道 は店 と人 で ぎっし り。 手締 め が
鴨 つてに ぎや か です

美
術
に
も
親
し
め
ま
す

佐
野
・
保
塚
図
書
館

芸

術

の

秋

。
読

書

の

狄

。ど

ち

ら

も

同

時

に
楽

し

め

る

の

が

図

書

館

の

美

術

書
コ

ー
ナ

ー
で

す

。

ま

ず

、
佐

野

図

書

館

。
大

型

美
術

本

で

は

尿

世

絵

大

系

」

が

全
1
7
巻

。「
日

本
美

術

絵

画

全

集

」全
2
5
巻

。「
世

界

美

術

全

集

」

全
1
8
巻

。
ミ

レ

ー

や

モ

ネ

な

ど

の

作

品

が

見

ら

れ

る

「
現
代

世

界

美

術

全

集

」
全
2
5
巻

。
そ

し

て

。
原

始

美

術

か

ら

近
代

の
建

築

・

エ

芸

ま

で

と

い
う

「
原

色

日
本
の
美
術
」
が
な

ん
と
全
3
2巻
。

保
塚
図
書
館
も
負

け
て
は
い
ま
せ
ん
。

日
本
か
ら
流
出
し
、

世
界
の
各
美
術
館
に

収
蔵
さ
れ
て
い
る
浮

世
絵
を
集
め
た
「
浮
世
絵
聚
花

」

が
全
1
8巻
。「
原
色
浮
世
絵
大
百

科
事
典
」
全
1
1巻
。
紫
式
部
日

記
や
伊
勢
物
語
絵
巻
、
鳥
猷
人

物
戯
画
な
ど
が
収
ま
っ
て
い
る

「
日
本
絵
巻
大
成
」
は
「
続
日

本
絵
巻
大
成
」
と
合
わ
せ
て
全
4
7

巻
。
こ
の
ほ
か
明
治
・
大
正

の
こ
ろ
を
写
し
た
各
地
の
写
真

集
や
昭
和
1
9～
2
5年
の
新
聞
縮

刷
版
な
ど
、
ち
ょ
つ
と
ユ
ニ
ー

ク
な
資
料
も
。

晩
秋
の
夜
。
ぶ
ら
り
と
図
書

館
に
寄
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。
夜
8

時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

佐
野
図
書
館

き
讎
Q
Jう乙
7
Q
り

保
塚
図
一
館

四
8
5
8
1
5
5
3

工
事
情
報

○
道
路

路
面
側
溝
(
西
加
平
二
丁
目

1
圉
(
町
一
丁
目
J
、
～
2
　

年
1
月
)

○
公
園

六
木
水
の
森
公
園
改
良
(
六

‘
木
三
丁
目
3
9
、～
2
年
3
月
)

○
下
水
道
'
`

い
神
明
三
丁
目
付
近
『～
2
年
　

3
厄
』
・
`

写楽や広重「予住の
大 はし 」も( 浮世 糸会大 系)

環状7 号線

わたしのまちかどスナップ

チューリ ップの植付け始まる

先
日
、
西
伊
興
三
丁
目
に
在

住
の
吉
野
彰
さ
ん
か
ら
1
枚
の

写
真
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
足
立
で
、
今
年
も
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
球
根
の
植
付
け
が
始
ま

り
ま
し
た
。
西
保
木
間
二
丁
目

の
増
田
久
助
さ
ん
が
来
春
の
出

荷
に
向
け
て

、
ご
央
婦
で
一
身

】
体
と
な
っ
て
働
く
姿
に
感
勳

し
、
シ
ヤ
ツ
タ
ー
を
切
り
ま
し

た
」
と
吉
野
さ
ん
。

足
立
区
は
、
促
成
切
花
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
発
祥
の
地
。
区
内

お
よ
そ
辺
尸
の
農
家
で
栽
培
し

て
い
ま
す
。
1
2月
か
ら
3
月
に

か
け
て
出
荷
さ
れ
、
都
内
の
花

屋
さ
ん
の
店
頭
を
飾
り
ま
す
。

※
広
報
課
で
は
、
み
な
さ
ん
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
の
話
題
、
ど
し
ど
し

お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

早 春 の出 荷 めざし て檳 付 に
励む 増田 さ んご夫 婦

150人

が汗

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

「
ア
タ
ー
ツ
ク
ガ
」
相
手
の

コ
ー
ト
に
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
が

き
ま
る
、
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
の
醍

醐
味
の
ひ
と
つ
で
す
。し
か
し

、

バ
レ
ー
ポ
ー
ル
を
本
格
的
に
楽

し
む
に
は
、
あ
る
程
度
の
体
力

と
技
が
必
要
。

そ
ん
な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
楽

し
み
を
、
誰
も
が
手
軽
に
味
わ

わ
え
る
よ
う
作
ら
れ
た
の
が

「
ビ
ー
チ
ポ
ー
ル
バ
レ
ー
」
で

す
。
そ
の

「
ビ
ー
チ
ポ
ー
ル
バ

レ
ー
」
の
大
会
が
1
0月
2
2日
鹿

浜
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
女
性
1
6

チ
ー
ム
、
男
性
5
チ
ー
ム
、

約
図
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
纎

り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

「
お
年
寄
り
か
ら
お
子
さ
ん

ま
で
、
誰
で
も
楽
し
め
る
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
い
ま
区
内

で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
大
会
で
も
高
校
生

か

ら
、
上
は
6
0歳
代
の
方
ま
で
参

加
し
ま
し
た
。
足
立
区
で
は
。
l

回
で
ポ
ー
ル
を
返
し
て
は
い
け

な
y
な
ど
独
特
の
ル
ー
ル
を

設
け
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

年
に
何
回
か
は
、
今
回
の
よ
う

な
大
会
を
催
し
、
日
ご
ろ
の
成

果
を
競
つ
た
り
、
各
チ
ー
ム
と

の
交
流
を
深
め
た
い
で
す
ね
」

と
主
催
者
の
I
人
、
体
育
指
導

委
員
の
吉
田
仙
一
郎
さ
ん
。

ポ
ー
ル
も
足
立
区
の
特
注

品
。
足
立
区
特
産
「
ビ
ー
チ
ポ

ー
ル
パ
レ
ー
文
化
」
の
創
出
?

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

工
事

情
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卩

示

円

仁

ご
〒
目
8
、
ふ
一
月
)
气

隰

U

帳
E

当
日
の
黙
戦
の
模
様

お母さんは多才人
人形劇サークル卜ロル

北
欧
の
お
と
ぎ
話
に
で
て
く

る
怪
物
ぐ
ロ
ル
"
の
名
を
も

つ
サ
ー
ク
ル
。
怪
物
ど
こ
ろ
か

素
敵
な
人
形
劇
を
子
ど
も
た
ち

に
送
り
続
け
て
い
る
お
毋
さ
ん

た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

7
年
前
に
結
成
さ
れ
、
何
度

か
の
世
代
交
代
を
経
て
、
現
在

は
1
2人
が
活
勳
中
。

こ
の
1
2人
、
手
芸
や
絵
の
得

意
な
人
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
上

手
な
人
な
ど
多
才
な
人
の
集
団

で
す
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
特
技

を
生
か
し
て
、
脚
本
、
人
形
づ

く
り
か
ら
、
大
道
具
、
効
果
音

ま
で
、
す
ぺ
て
手
づ
く
り
。

「
し
ん
ど
い
こ
と
も
多
い
け

れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
姿

が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
」
と
は
リ

ー
ダ
ー
の
藤
本
さ
ん
。

今
年
は
i
匹
の
子
ぶ
た
」

で
足
立
ま
つ
り
に
も
登
場
。
。
レ

ン
ガ
の
家
"
が
風
で
倒
れ
る
一

幕
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
好
評

で
し
た
。

人
形
劇
だ
け
で
な
く
。
幅
広

く
子
ど
も
の
楽
し
め
る
も
の
を

上
演
し
た
い
と
、
今
日
も
子
連

れ
の
劇
づ
く
り
は
続
き
ま
す
。

※
ト
ロ
ル
は
、
町
会
、
小
学
校

等
の
出
張
公
演
も
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
千
住
あ

ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー
(
四
8
8
2
1
2
1
8
)

ま
で
。
メ
ン
パ
ー
も

募
樂
中
で
す
。

-一
毎 週 火 曜 日 干 住 あ ず ま 住 区 セ ン タ ー で 練 習

お
近
く
で
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

東
和
セ
ン
タ
ー
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に

ス
イ
ミ
ン
グ
。
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
は
大
人

気
。
で
も
、
ジ
ム
は

遠
く
て
と
い
う
あ
な

た
、
近
く
に
も
あ
り

ま
す
よ
。

朿
和
セ
ン
タ
ー
の

卜
い
上
一
ン
グ
ル
ー

ム
は
、
1
8歳
以
上
の

健
康
な
方
な
ら
、
だ

れ
で
も
O
K

で
す
。

口
～
イ
ン
グ
ボ
ー
ト
、
エ
ア

只

イ
ク
、
レ
ッ
グ
カ
ー
ル
、

ダ
ン
ペ
ル
な
ど
、
基
本
的
な
器

具
は
整
つ
て
い
ま
す
。

最
初
に
、
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら

簡
単
な
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
、

「
ト
レ
ー

一
ン
グ
パ
ス
ポ
『
I

ト
』
を
も
ら
い
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
開
始
。

あ
な
た
も
、
す
て
き
な
仲
間

と
、
い
い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

登
録
申
し
込
み
は
予
約
制
。

く
わ
し
く
は
、
東
和
セ
ン
タ
ー

(
亡
6
2
8
6
2
0
1
)
ま
で
。
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勿
道
路
t

-
や
路
面
側
溝
改
良
(
千
住
河
原

・
宀
町
4
9～
千
住
関
屋
町
8
、

气
2
年
3
月
)
路
面
側
溝
改

心
良
(
綾
瀬
五
丁
目
3
7～
綾
瀬

‥
-
四
丁
目
2
、～
1
2
月
)
綾
瀬

卜
駅
自
由
通
路
整
備
(
綾
瀬
三
(

丁
目―
～
2
年
3
月
)
歩

工
道
舗
装
(
綾
瀬
四
丁
目
1
3

"
1
鮮
-
2
年
2
月
二
汐
'
・

気軽に利用してください

父 親 ソ フトボール大会 第三中

荒
川
千
住
新
橋
緑
地
で
H
月
3

日
、
第
三
中
学
校
の
父
兄
に

よ
る
「
第
1
0回
父
親
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
」
が
開
か
れ
、約
沺

人
が
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な
秋

晴
れ
の
下
で
、熱
戦
を
展
開
し

ま
し
た
。出
場
し
た
の
は
、
町

会
ご
と
に
ま
と
ま
っ
た
1
0の
P
T
A

父
親
チ
ー
ム
、
2
つ
の
P

T
A
の
O
B
チ
ー

ム
と
教
職
貝
チ
ー

ム
、
1
0回
記
念
特

別
参
加
の
生
徒
野

球
部
チ
ー
ム
の
計
1
4

チ
ー
ム
。

毎
年
1
1月
3
日

に
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
地
元
中
字
生

の
健
全
育
成
の
た

め
に
は
父
親
も
お

互
い
よ
く
知
り
合

っ
て
、
P
T
A

活

勳
に
積
極
参
加
を

と
「
親
父
の
会
」

を
9
年
前
に
結
成
、
そ
の
恒
例

行
事
と
な
っ
た
も
の
。
P
T
A

行
事
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
父
親

が
参
加
す
る
の
は
都
内
で
は
例

が
な
く
、
お
毋
さ
ん
方
も
昼
食

を
用
意
す
る
な
ど
、
家
族
こ
ぞ

っ
て
参
加
す
る
町
ぐ
る
み
の
一

大
イ
ペ
ン
ト
に
。

第
三
中
で
は
ご

』の
よ
う
な

学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活

勳
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、

生
徒
の
非
行
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
、
生

徙
野
球
部
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
が
、父
親
た
ち
の
(
ツ
ラ

ツ
と
し
た
プ
レ
ー
が
随
所
に
見

ら
れ
る
楽
し
い
大
会
で
し
た
。

グラ ウン ド4 面 を使 つて、 町 ぐる みの
一 大 イ ペ ン ト に 、

自主製作の
放火注意ポスター

梅島栄町会

踊
る
ひ
ょ
つ
と
こ
の
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
図
柄
。
な
に
か
と
思
つ

た
ら
梅
島
栄
町
会
の
放
火
注
意

ポ
ス
タ
ー
で
す
。

梅
鳥
栄
町
会
で
は
今
年
8
・
9

月
と
続
け
て
2
件
放
火
が
発

生
、「
放
火
防
止
の
運
勳
が
町
内

会
で
も
必
要
」
と
吉
田
末
樊

″

長
が
こ
の
ポ
ス
タ
ー
製
作
を
発

案
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
は
、
町
会
メ
ン
バ

ー
が
コ
ピ
ー
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら

印
刷
ま
で
手
が
け
た
自
主
製

作
。
タ
テ
7
7
顋
ヨ
コ
5
4
?
。

1
0月
1
5曰
か
ら
町
内
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
劭
ヵ
所
に
張
り
出
さ
れ

ま
し
た
。

吉
田
会
長
は
「
町
会
で
ポ
ス

タ
ー
を
作
る
の
は
珍
し
い
の
で

は
な
い
で
す
か
。
ひ
ょ
つ
と
こ

が
目
に
付
き
や
す
く
好
評
で
、

苦
心
し
た
か
い
が
あ
り
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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年
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目
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8
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‘
　

。
ぐ
2
年
3
月
、
新
田
三
丁
目
　

‥
。
'
2～
8
、～
2
年
1
月
)

○
公
園

千
住
中
居
町
公
園
改
良
(
千

¨
住
中
居
町
2
4
、～
2
年
2
月
)
'
‘

日
光
街
道


